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AdGuard for Windows  
インストールと設定 

インストール、基本設定、ライセ
ンス認証 

1. WindowsのWebブラウザで製品Webページに
アクセスし、アプリのインストールプログラ
ムのダウンロードを開始します。 
 
製品Webページ: adguard.com 

2. ダウンロードしたインストールプログラムを
実行します。ユーザーアカウント制御ダイア
ログが表示された場合は「はい」を選択しま
す。 

  

3. インストールプログラムが起動したら「イン
ストール」を選択します。 

  

4. インストールが完了すると、AdGuardアプリ
が起動し、設定をガイドするクイックチュー
トリアルが開きます。「はじめる」を選択し

ます。 

  

5. ガイドに従って「次へ」を選択し、設定を進
めます。 

  

6. 設定が完了したら「完了」を選択します。 

  

7. A dGu a r dが起動したら、メイン画面の
「AdGuardについて」を選択します。 

  

8. 「ライセンスキーを入力」を選択します。 

  

9. ライセンスキーを入力して「ライセンスを認
証する」を選択します。 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10.ライセンスが認証され、有効になったことを
確認します。 

  

11.「AdGuardについて」を選択してメイン画面
に戻ります。 

  

以上で基本的な設定は完了です。さらに設定を
行うには、AdGuardアプリのメイン画面から
「設定」を開きます。 

使い方のヒント 

• httpsで通信を暗号化するWebサイトでブロッ
クを有効にするには、「設定」 > 「ネットワー
ク」 > 「HTTPSフィルタリング」の「HTTPS
プロトコルをフィルタリング」をオンにする必
要があります。多くのWebサイトで広告が表示
される場合は、この設定がオフになっていない
かをご確認ください。 

• 「設定」 > 「拡張機能」 > 「AdGuardアシス
タント」を有効にすると、Webブラウザのウィ
ンドウ（デフォルトでは右下）にAdGuardア
シスタントアイコンが表示されます。このアイ
コンから、Webページ内のアイテムのブロック
や、サイトのフィルタリングからの除外などの
操作が行えます。 

• コンテンツのブロックを行いたくないときは、
AdGuardホーム画面のメインスイッチを一時的
にオフにすることができます。あるいは、Web
ブラウザではAdGuardアシスタントから30秒
間フィルタリングを停止することができます。 

• コンテンツのブロックを行いたくないアプリ
は、「設定」 > 「ネットワークの設定」 > 「ア
プリケーションのトラフィックを自動的にフィ
ルタリング」の「フィルタリングされるアプリ
の一覧」でAdGuardによる保護から除外するこ
とができます。 

AdGuardアカウント作成とライセ
ンスキー登録（任意） 

AdGuardアカウントを作成し、ライセンスキー
を登録すると、ライセンスキーの管理が行えま
す。デバイスが利用できなくなった場合でも、デ
バイスのライセンスを解除し、別のデバイスで
利用することができます。 

AdGuardアカウントの作成とライセンスキーの
登録は、以下の手順で行います。 

ご注意: noreply@adguard.com からのメールが
受信できるように、迷惑メールフィルタなどを
設定しておいてください 

1. Microsoft Edge、Internet Explorer、Google 
Chrome等のWebブラウザで 製品Webページ 
adguard.com にアクセスします。 

2. 広い画面の場合は右上、狭い画面の場合はメ
ニューから「マイ・アカウント」を選択しま
す。 

3. ログインページで「サインアップ」を選択し
ます。 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4. メールアドレス、パスワードを入力し、確認
のために同じパスワードをもう一度入力して
「登録」を選択します。 

  

5. 登録したメールアドレス宛に「Adguard パー
ソナルアカウントへようこそ」メールが届き
ます。メールの「アカウント認証」のリンク
を選択します。 

  

6. 「マイ・アカウント」画面に戻り、メールア
ドレスとパスワードを入力して「サインイ
ン」を選択します。 

  

7. 「ライセンス」タブで「追加」を選択します。  

8. ライセンスキーを入力して「ライセンスを追
加」を選択します。 

  

9. 追加したライセンスキーが表示されたら完了
です。 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AdGuard for macOS 
インストールと設定 

インストール、基本設定、ライセ
ンス認証 

1. macOSのWebブラウザで製品Webページにア
クセスし、アプリのインストールプログラム
のダウンロードを開始します。 
製品Webページ: adguard.com 

2. Webブラウザでダウンロードしたファイルを
選択すると、ディスクイメージがマウントさ
れます。設定によりディスクイメージが自動
的にマウントされない場合は、ダウンロード
した「AdGuardinstaller.dmg」を開いてマウ
ントしてください。 

  

3. マウントされたディスクに表示される
AdGuardアイコンをダブルクリックしてイン
ストールします。 

  
 

4. ダウンロードしたアプリケーションを開く許
可を求められたら「開く」を選択します。 

  

5. インストールプログラムが起動したら「イン
ストール」を選択します。 

  

6. インストールが完了すると、AdGuardアプリ
が起動し、設定をガイドするクイックチュー
トリアルが開きます。「はじめる」を選択し
ます。 

  

7. ガイドに従って「次へ」を選択し、設定を進
めます。 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8. 設定が完了したら「完了」を選択します。 

  

9. メニューバーのAdGuardアイコンをクリック
し、ギアアイコンからメニューを開いて「ラ
イセンス」を選択します。 

  

10.「Activate」を選択します。 

  

11.「License Key」を選択し、ライセンスキー
を入力して「Activate」を選択します。 

  

12.ライセンスが有効になったことを確認しま
す。 

  

13.ウインドウを閉じます。 

以上で基本的な設定は完了です。さらに設定を
行う場合、メニューバーのAdGuardアイコンか
ら「設定」を開きます。 

使い方のヒント 

• httpsで通信を暗号化するWebサイトでブロッ
クを有効にするには、「設定」 > 「ネットワー
ク」 > 「httpsプロトコルをフィルタリング」
をオンにします。多くのWebサイトで広告が表
示される場合は、この設定がオフになっていな
いかをご確認ください。 

• 「設定」 > 「拡張機能」 > 「AdGuardアシス
タントを有効にする」をオンにすると、Webブ
ラウザのウィンドウ（デフォルトでは右下）に
AdGuardアシスタントアイコンが表示されま
す。このアイコンから、Webページ内のアイテ
ムのブロックや、サイトのフィルタリングから
の除外などの操作が行えます。 

• コンテンツのブロックを行いたくないときは、
メニューバーのAdGuardアイコンをクリック
し、メインスイッチを一時的にオフにすること
ができます。あるいは、Webブラウザでは
AdGuardアシスタントから30秒間フィルタリ
ングを停止することができます。 

• コンテンツのブロックを行いたくないアプリ
は、「設定」 > 「ネットワーク」 > 「アプリ
ケーションを自動的にフィルタリングする」の
「アプリケーション...」でAdGuardによる保護
から除外することができます。 
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AdGuardアカウント作成とライセ
ンスキー登録（任意） 

AdGuardアカウントを作成し、ライセンスキー
を登録すると、ライセンスキーの管理が行えま
す。デバイスが利用できなくなった場合でも、デ
バイスのライセンスを解除し、別のデバイスで
利用することができます。 

AdGuardアカウントの作成とライセンスキーの
登録は、以下の手順で行います。 

ご注意: noreply@adguard.com からのメールが
受信できるように、迷惑メールフィルタなどを
設定しておいてください 

1. Safari等のWebブラウザで 製品Webページ 
adguard.com にアクセスします。 

2. 広い画面の場合は右上、狭い画面の場合はメ
ニューから「マイ・アカウント」を選択しま
す。 

3. ログインページで「サインアップ」を選択し
ます。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. メールアドレス、パスワードを入力し、確認
のために同じパスワードをもう一度入力して
「登録」を選択します。 

  

5. 登録したメールアドレス宛に「Adguard パー
ソナルアカウントへようこそ」メールが届き
ます。メールの「アカウント認証」のリンク
を選択します。 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6. 「マイ・アカウント」画面に戻り、メールア
ドレスとパスワードを入力して「サインイ
ン」を選択します。 

  

7. 「ライセンス」タブで「追加」を選択します。  

8. ライセンスキーを入力して「ライセンスを追
加」を選択します。 

  

9. 追加したライセンスキーが表示されたら完了
です。 

AdGuard for Android  
インストールと設定 

インストールとライセンス認証 

1. WindowsのWebブラウザで製品Webページに
アクセスし、アプリのインストールプログラ
ムのダウンロードを開始します。 

  
製品Webページ: adguard.com 

2. アプリをインストールするには、提供元不明
なアプリケーションのインストールを許可す
る必要があります。 
ダウンロード画面にAndroidバージョン別の
設定方法が記載されていますので、ご利用の
バージョンでの設定方法をご確認ください。 

  
Android 8での提供元不明なアプリケーションのインス
トール許可 
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3. 「adguard.apk」ファイルのダウンロードが
完了したら「開く」を選択してAdGuardアプ
リのインストールを行います。 

4. AdGuardアプリのインストールが完了して起
動すると、設定ガイドが始まります。ガイド
に従って設定を完了します。 

5. AdGuardホーム画面左上のメニューから「プ
レミアム版を入手」を開きます。 

  

6. 右上のメニューから「プレミアム版をアク
ティベート」を選択します。 

7. 初期画面はアカウント入力です。「ライセン
スキー」タブを選択ます。 

8. ライセンスキーを入力して「アクティベー
ト」を選択し、認証します。 

使い方のヒント 

• コンテンツのブロックを行いたくないときは、
AdGuardホーム画面のメインスイッチを一時的
にオフにすることができます。 

• コンテンツのブロックを行いたくないWebサイ
トは、「設定」 > 「コンテンツブロック」 > 
「ホワイトリスト」に追加してフィルタリング
から除外することができます。 

• コンテンツのブロックを行いたくないアプリ
は、「設定」 > 「アプリの管理」でAdGuard
による保護から除外することができます。 

• Androidでは複数のVPNを同時に利用できない
ため、他のVPNを利用する場合は一時的に
AdGuardをオフにするか、「設定」 > 「ネッ

トワーク」 > 「フィルタリング方式」でフィ
ルタリング方式を「ローカルVPN」から
「ローカルHTTPプロキシ」に変更する必要が
あります。 

• httpsで通信を暗号化するWebサイトでブロッ
クを有効にするには、「設定」 > 「ネットワー
ク」 > 「HTTPSフィルタリング」をオンにす
る必要があります。多くのWebサイトで広告が
表示される場合は、この設定がオフになってい
ないかをご確認ください。 

AdGuardアカウント作成とライセ
ンスキー登録（任意） 

AdGuardアカウントを作成し、ライセンスキー
を登録すると、ライセンスキーの管理が行えま
す。デバイスが利用できなくなった場合でも、デ
バイスのライセンスを解除し、別のデバイスで
利用することができます。 

AdGuardアカウントの作成とライセンスキーの
登録は、以下の手順で行います。 

ご注意: noreply@adguard.com からのメールが
受信できるように、迷惑メールフィルタなどを
設定しておいてください 

1. Chrome等のWebブラウザで 製品Webページ 
adguard.com にアクセスします。 

2. 広い画面の場合は右上、狭い画面の場合はメ
ニューから「マイ・アカウント」を選択しま
す。 
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3. ログインページで「サインアップ」を選択し
ます。 

  

4. メールアドレス、パスワードを入力し、確認
のために同じパスワードをもう一度入力して
「登録」を選択します。 

  

5. 登録したメールアドレス宛に「Adguard パー
ソナルアカウントへようこそ」メールが届き
ます。メールの「アカウント認証」のリンク

を選択します。 

  

6. 「マイ・アカウント」画面に戻り、メールア
ドレスとパスワードを入力して「サインイ
ン」を選択します。 

  

7. 「ライセンス」タブで「追加」を選択します。  

8. ライセンスキーを入力して「ライセンスを追
加」を選択します。 

  

9. 追加したライセンスキーが表示されたら完了
です。 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AdGuard for iOS 
インストールと設定 

AdGuardアカウント作成とライセ
ンスキー登録 

ご注意: noreply@adguard.com からのメールが
受信できるように、迷惑メールフィルタなどを
設定しておいてください 

1. Safariで 製品Webページ adguard.com にア
クセスします。 

  

2. 広い画面の場合は右上、狭い画面の場合はメ
ニューから「マイ・アカウント」を選択しま
す。 

3. ログインページで「サインアップ」を選択し
ます。 

  

4. メールアドレス、パスワードを入力し、確認
のために同じパスワードをもう一度入力して
「登録」を選択します。 

  

5. 登録したメールアドレス宛に「Adguard パー
ソナルアカウントへようこそ」メールが届き
ます。メールの「アカウント認証」のリンク
を選択します。 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6. 「マイ・アカウント」画面に戻り、メールア
ドレスとパスワードを入力して「サインイ
ン」を選択します。 

  

7. 「ライセンス」タブで「追加」を選択します。  

8. ライセンスキーを入力して「ライセンスを追
加」を選択します。 

  

9. 追加したライセンスキーが表示されたら完了
です。 

インストールとライセンス認証 

1. で製品Webページにアクセスし、アプリのイ
ンストールプログラムのダウンロードを開始
します。 

  
製品Webページ: adguard.com 

2. 「ダウンロード」を選択すると、App Store
でAdGuard for iOSが表示されます。 

3. 「入手」ボタンを選択し、必要に応じて
Apple IDの認証を行ってAdGuardをインス
トールします。 

  

4. AdGuardを最初に開くと、通知の許可を求め
るメッセージが表示されます。「許可」また
は「許可しない」を選択します。この選択
は、iOSの通知設定で後から変更できます。 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5. 画面右上にある設定（ギアアイコン）を選択
します。 

  

6. 開いた画面の下の方にある「AdGuardについ
て」を選択します。 

  

7. 画面右上にある「Log in」または「ログイ
ン」を選択します。 

  

8. 先ほど作成したAdGuardアカウントのメール
アドレスとパスワードを入力してログインし
ます。 

  

9. ライセンスが正しく認証された旨のメッセー
ジが表示されます。 

  

10.トップ画面から、AdGuard for iOSの使い方
を説明したビデオを見ることができます。以
下の説明と合わせてご参照ください。 
（このビデオは、後からいつでも設定 > 
「AdGuardについて」 > 「使い方」から見る
ことができます） 

Safariでの広告ブロック 

1. まず、iOSシステムの「設定」から「Safari」
を選択します。 

  

2. 「コンテンツブロッカー」を開いて、
AdGuardのコンテンツブロッカーをすべてオ
ンにしてください。 

  

3. AdGuardトップ画面の右上の設定（ギアアイ
コン）を選択します。 

  

4. 「フィルタ」を選択します。 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5. フィルタを有効にします。 

  

Safariで広告をブロックするには、以下のフィ
ルタを有効にすることをお勧めします。 

• 広告ブロッキング > AdGuardベースフィルタ 
および AdGuardモバイル広告フィルタ 

• 言語特有フィルタ > AdGuard日本語フィルタ 

Safariで非表示にしたい内容をブ
ロック 

1. Safariでページの内容を指定してAdGuardで
ブロックできるように設定するには、広告を
ブロックしたページをSafariで開いている状
態で、共有アイコンを選択します。 

  

2. 共有シートのアクション一覧からAdGuardア
イコンを選択します。 

  
 

アクションの一覧にAdGuardのアイコンがな
い場合は、「編集」を選択してAdGuardアイ
コンを追加します。この操作を一度行うと、
次から一覧にAdGuardアイコンが表示されま
す。 

3. AdGuardアシスタントが起動したら、「この
ページで要素をブロック」を選択します。 

  

4. 「開始」を選択、ブロックしたい要素を選択
すると、次のようなコントロールが表示され
ます。 

  

5. 「+」と「-」で緑色の枠を拡大縮小します。 

6. プレビューして問題なければ、左端のチェッ
クマークを選択して決定します。 

7. 選択した内容に従ってルールが作成されま
す。 

Safari以外のアプリでのブロック
設定 

1. 画面右上の設定（ギアアイコン）を選択して
AdGuard設定画面を開きます。 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2. 「DNSプライバシー」を選択します。 

  

3. 「DNSプライバシー」を有効にします。 

  

4. 「VPNが作成されます」というメッセージが
表示されるので「OK」を選択します。 

  

5. 「AdGuardがVPN構成の追加を求めていま
す」というメッセージが表示されるので「許
可」を選択します。その後、必要に応じて
FaceID/TouchID/パスコードで認証します。 

  

6. VPN構成を追加したら「サーバー」を選択し
ます。 

  

7. 広告ブロックを利用するには「AdGuard 
DNS」を選択します。 
ペアレンタルコントロールを利用するには、
「AdGuard DNS Family Protection」を選択
します。 

AdGuardはDNSを使用するためにVPNを作成し
ますが、これはローカルなVPNです。外部の
サーバとVPNで接続するものではありません。 

使い方のヒント 

• Safariで広告がブロックできていない場合、上
記の「Safariでの広告ブロック」を参考にし
て、iOSの設定でSafariコンテンツブロッカー
がすべて有効になっているかどうか、AdGuard
の設定でフィルタが有効になっているかどうか
を確認してください。 

• 広告ブロックを行いたくないWebサイトは、
Safar iでページを開き、共有アイコンから
AdGuardを選択して「このページで有効にす
る」をオフにします。無効にしたWebサイト
は、AdGuardの設定（ギアアイコン）> 「ホワ
イトリスト」に追加されます。 

• AdGuardアカウントにライセンスキーを登録す
ると、ライセンスキーの管理が行えます。デバ
イスが利用できなくなった場合でも、デバイス
のライセンスを解除し、別のデバイスで利用す
ることができます。
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